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12
月
定
例
会
は
、
町
長
提
案
の
条
例

改
正
や
補
正
予
算
、
工
事
の
請
負
契
約

な
ど
15
件
の
議
案
が
あ
り
、
採
決
の
結

果
、
す
べ
て
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
、
９
月
定
例
会
で
決
算
特

別
委
員
会
に
審
査
を
付
託
さ
れ
た
平
成

30
年
度
各
会
計
決
算
７
件
は
、
す
べ
て

認
定
さ
れ
ま
し
た
。

一
般
質
問
で
は
、
10
人
の
議
員
が
登

壇
し
、
町
政
の
各
課
題
に
つ
い
て
町
政

を
た
だ
し
ま
し
た
。

今
後
の
水
道
施
設
の
更
新
・
耐
震
化

な
ど
に
必
要
な
財
源
を
確
保
す
る
た
め
、

令
和
2
年
1
月
分
か
ら
水
道
料
金
を
平

均
24
％
引
き
上
げ
る
た
め
の
条
例
改
正
。

〇	

用
途
別
料
金
体
系
（
家
事
用
や

営
業
用
な
ど
）
が
廃
止
さ
れ
、

口
径
別
料
金
体
系
と
な
る
。

〇
基
本
水
量
が
廃
止
さ
れ
、
基
本

料
金
と
な
る
。

●
水
道
事
業
給
水
条
例
の
改
正

●木津川河川敷グラウンド（野球場）
　復旧工事	 251万円
昨年10月の台風による木津川の溢

いっ

水
すい

により、
冠水した河川敷グラウンド（野球場）を復旧
するための費用。
サッカー場は２月、野球場は３月復旧予定。

補
正
予
算

木津川河川敷
サッカー場・野球場が冠水
台風19号で流れ橋流れる

12月定例会
12/6-24

新レイアウト　15文字×30行（質問：新丸ゴL-15Q　答弁：リュウミンL-15Q平105%）



くみやま　議会だより　No.157（3）

●まちの駅クロスピアくみやま
10万円エレベーター修繕

●御牧仲よし学級
36万円窓枠など修繕

●東京2020オリンピック聖火リレー
2000万円（債務負担行為）

・実 施 日…令和2年5月27日（水）
・実施時間…17時ごろ予定
・コ ー ス…久御山中央公園➡御牧小学校（予定）
・走行距離…1.8km（9区間）
・予算概要…警備計画策定・運営指示スタッフ・交通警備員・
　　　　　　機材レンタル・その他経費など
☞債務負担行為…次年度に支出が予想されるもので、
　歳出予算として改めて計上する（地方自治法214条）。

■令和元年度補正予算
区　分 補正額 補正後の額

一般会計（第3・4号） ▲2381万円 75億9093万円

特別会計 介護保険（第3号） 179万円 14億5745万円

水道
事業会計
（第2・3号）

収益的収入 2797万円 5億5300万円

収益的支出 74万円 5億7764万円

資本的支出 1430万円 2億　438万円

下水道
事業会計
（第2・3号）

収益的支出 17万円 7億7610万円

資本的支出 7万円 4億5068万円

〈
契
約
金
額
〉　
　
　
　
８
６
９
７
万
円

〈
契
約
相
手
〉
石
豊
造
園
土
木
株
式
会
社

〈
工
期
〉　
　
令
和
２
年
９
月
30
日
ま
で

◆
印
鑑
条
例
の
一
部
改
正

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
使
っ
て
、

コ
ン
ビ
ニ
店
内
な
ど
に
設
置
の
多
機
能

端
末
機
で
、
印
鑑
登
録
証
明
書
な
ど
の

交
付
を
可
能
と
し
た
。
令
和
２
年
３
月

２
日
か
ら
実
施
。

♦
久
御
山
中
学
校
南
校
舎

　外
壁
タ
イ
ル
第
2
期
修
繕
工
事

　の
請
負
契
約
の
締
結

令和2年9月末までに工事完了予定

＊万円未満四捨五入（▲＝減額）

工
事
契
約

条
例
改
正

聖火リレー出発予定地（久御山中央公園）

雨漏りのしている
御牧仲よし学級

◆
災
害
弔
慰
金
の
支
給
等
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正

「
災
害
援
護
資
金
」（
貸
付
金
）
の
償

還
金
の
支
払
猶
予
や
免
除
、
一
時
償
還

や
違
約
金
な
ど
に
つ
い
て
、
支
払
を
受

け
た
者
や
保
証
人
か
ら
報
告
を
受
け
る

こ
と
を
可
能
と
し
た
。

災
害
弔
慰
金
・
災
害
障
害
見
舞
金
な

ど
の
支
給
に
つ
い
て
、
調
査
・
審
議
す

る
た
め
支
給
審
査
委
員
会
を
設
置
す
る
。

◆
火
災
予
防
条
例
の
一
部
改
正

不
特
定
多
数
の
人
が
利
用
す
る
建
物

が
、
消
防
法
令
に
関
す
る
重
大
な
違
反

の
あ
る
対
象
物
と
し
て
消
防
機
関
が
認

め
た
場
合
、
そ
の
内
容
の
公
表
が
義
務

付
け
ら
れ
て
い
る
。

公
示
ま
で
の
間
、
建
物
の
危
険
性
が

利
用
者
に
提
供
さ
れ
な
い
の
で
、
利
用

者
が
状
況
判
断
で
き
る
よ
う
に
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
。
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平
成
30
年
度
の
一
般
会
計
な
ど
７
会

計
が
、
決
算
特
別
委
員
会
（
林
吉
一
委

員
長
）
に
付
託
さ
れ
ま
し
た
。

委
員
会
で
は
現
地
視
察
を
含
め
、
延

べ
６
日
間
に
わ
た
る
審
査
を
お
こ
な
い
、

10
月
23
日
の
委
員
会
採
決
で
は
す
べ
て

認
定
す
べ
き
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
12
月
定
例
会
で
委
員
長
か

ら
報
告
が
あ
り
、
採
決
の
結
果
、
い
ず

れ
の
会
計
も
認
定
と
な
り
ま
し
た
。

防
　
　災

子
育
て

健
　
　康

交
通
安
全

平成30年度決算を認定
一般会計４年連続の黒字に

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
周
知
は
。

平
成
30
年
11
月
に
全
戸
配
付
し
た
。

ま
た
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲

載
し
て
い
る
。

引
き
続
き
周
知
に
努
め
る
。

不
登
校
の
子
ど
も
へ
の
対
応
は
。

適
応
指
導
教
室
で
グ
ル
ー
プ
対
応

し
て
い
る
。

ま
た
、
年
間
10
日
以
上
欠
席
が
あ

る
子
ど
も
の
家
庭
と
連
携
し
、
対

応
し
て
い
る
。

特
定
健
康
診
査
等
事
業
の
啓
発
は
。

対
象
者
に
送
付
し
て
い
る
。

ま
た
、
町
広
報
掲
載
や
自
治
会
に

回
覧
を
依
頼
し
て
い
る
。

40
～
50
代
の
受
診
率
を
伸
ば
し
て

い
く
こ
と
が
課
題
。

ゾ
ー
ン
30
の
事
業
効
果
は
。

本
町
に
２
地
域
設
置
。
ス
ピ
ー
ド

抑
制
な
ど
運
転
手
の
視
覚
に
訴
っ

た
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
、
設
置
す
る
だ
け
で
な
く
、

毎
月
30
日
を
「
ゾ
ー
ン
30
の
日
」

と
し
、
啓
発
活
動
を
し
て
い
る
。

平成30年に全戸配布したハザードマップ

視覚効果のある路面表示（市田地域）

■平成30年度会計決算
区　分 歳入総額 歳出総額 差引額
一般会計 72億6270万円 69億9428万円 2億6842万円

特別会計

国民健康保険 20億6514万円 20億3446万円 3068万円
三郷山財産区 913万円 858万円 55万円
介護保険 13億7380万円 13億3684万円 3696万円

後期高齢者医療 2億3865万円 2億2699万円 1166万円

水道事業会計
収益的収支 5億2913万円 5億6393万円 ▲3480万円
資本的収支 1億1197万円 2億3060万円 ▲1億1863万円

下水道事業会計
収益的収支 7億5634万円 7億5417万円 217万円
資本的収支 2億2996万円 3億7000万円 ▲1億4004万円

※万円未満四捨五入（▲＝減額）

決
算
特
別
委
員
会
で
の
主
な
質
疑

Q

QQ

Q A

AA

A

新レイアウト　15文字×30行（質問：新丸ゴL-15Q　答弁：リュウミンL-15Q平105%）
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一
般
会
計
決
算
　
討
論
　
　

全議案の採決結果
■賛否が分かれた議案	 〇＝賛成　×＝反対
（注）表中の〇及び×（太字）は、〇＝賛成討論、×＝反対討論をおこなっています。

公
明
党

共
産
党

くみやま
改革保守
の会

くみやま
みらい

ネクスト
くみやま

政策
研究会

議案　／　議員 岩
田
芳
一

戸
川
和
子

中
野
ま
す
み

巽巽
　
悦
子

芦
田
祐
介

田
口
浩
嗣

松
本
義
裕

林
　
吉
一

島
　
宏
樹

篠
田
久
和

樋
口
房
次

松
尾
　
憲

中
井
孝
紀

結
　
果

30年度
決算

一般会計 〇 〇 × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ○ 〇 認定

国民健康保険特別会計＜事業勘定＞ 〇 〇 × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 認定

介護保険特別会計 〇 〇 × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 認定

後期高齢者医療特別会計 〇 〇 × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ○ 〇 認定

水道事業会計 〇 〇 × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 認定
令和元年度
補正予算 水道事業会計（第2号） 〇 〇 × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 可決

条例

印鑑条例一部改正 〇 〇 × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

議会議員の報酬及び費用弁償等に関する条例一部改正 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

常勤の特別職の給与に関する条例一部改正 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

職員の給与に関する条例一部改正 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

企業職員の給与の種類及び基準に関する条例一部改正 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ○ 〇 可決
※内田議長は、議決権がありません。

住
民
の
声
を
聞
い
て
寄
り
添
う
行
政
を

当
初
予
算
時
に
お
い
て
指
摘
し
た
が
、
改
善
が

な
さ
れ
て
い
な
い
。
外
部
委
託
の
推
進
を
や
め
、

憲
法
や
地
方
自
治
法
に
基
づ
き
「
住
民
の
声
を
聞

き
、
寄
り
添
う
」
行
政
で
あ
る
べ
き
。

そ
の
た
め
、
必
要
な
職
員
確
保
と
町
内
農
商
工

業
者
へ
の
支
援
、
御
牧
地
区
へ
の
公
共
交
通
の
早

期
充
実
、
洪
水
時
の
具
体
的
な
避
難
策
、
中
学
校

給
食
費
の
保
護
者
負
担
軽
減
、
水
道
会
計
へ
の
繰

り
入
れ
な
ど
、
９
点
の
改
善
を
求
め
る
。

多
様
な
ニ
ー
ズ
へ
の
取
り
組
み
を
評
価

町
独
自
の
住
民
負
担
軽
減
策
を
維
持
し
つ
つ
、

住
民
の
安
心
・
安
全
の
た
め
の
災
害
へ
の
備
え
、

保
健
・
福
祉
事
業
の
実
施
、
子
育
て
支
援
策
、
中

学
校
給
食
な
ど
教
育
環
境
の
充
実
、
都
市
基
盤
整

備
と
都
市
計
画
の
推
進
、
農
・
商
・
工
業
に
対
し

て
の
地
域
産
業
支
援
、
都
市
基
盤
整
備
、
ま
た
、

台
風
の
被
災
に
も
迅
速
に
対
応
し
、
厳
し
い
財
政

下
、
住
民
の
安
心
・
安
全
を
守
る
行
政
の
努
め
を

果
た
し
た
。

巽巽
　悦
子	

議
員

樋
口

　房
次	

議
員

反
対

賛
成

■全員賛成で認定または可決した議案
30年度
決算

三郷山財産区特別会計
令和元年度
補正予算

一般会計（第3・4号）
下水道事業会計 介護保険特別会計（第3号）

条例
災害弔慰金の支給等に関する条例一部改正 水道事業会計（第3号）
火災予防条例一部改正 下水道事業会計（第2・3号）

契約 久御山中学校南校舎外壁タイル第２期修繕工事
請負契約の締結
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閉会中の継続調査　11月11日 閉会中に継続しておこなった事務調査を報告します

新
た
な
町
づ
く
り
へ

　

 

〝み
な
く
る
タ
ウ
ン
〞

みなくるタウン整備計画

みなくるタウンの進捗状況
市田・林・佐古の３地区にまたがる当
該区域は、産業立地促進ゾーンと住街区
促進ゾーンに位置づけられる。
まず、産業立地促進ゾーンで、農振農
用地でない約11ヘクタールを第１期整備
区域として地区計画を策定し、整備を進
めている。

全地権者の同意で事業推進
地権者への説明では、地区集会を開催し、
まちづくりのビジョンや方向性を示した。
また、食品関連やものづくり系企業が
進出を希望していることを説明した。
現在、開発に向けた地権者からの仮同
意書の取得が約85％で、全員同意による
事業推進を図っていく。

総
務
事
業
常
任
委
員
会
レ
ポ
ー
ト

総
務
事
業
常
任
委
員
会
レ
ポ
ー
ト

総
務
事
業
常
任
委
員
会
レ
ポ
ー
ト

総
務
事
業
常
任
委
員
会
レ
ポ
ー
ト

産業立地促進ゾーンの11ヘクタールから着手

中
央
公
園
の

駐
車
場
用
地
買
収
は

夢
タ
ワ
ー
137
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

住
民
の
声
は

高
齢
者
の
運
転
免
許
証

返
納
状
況
は

Q

QQQ

A

AAA

中
央
公
園
拡
充
の
た
め
、
将
来
的

に
駐
車
場
用
地
の
買
収
を
予
定
し

て
い
る
。

予
定
台
数
90
台
の
根
拠
は
。

面
積
は
約
２
５
０
０
㎡
で
、
面
積

か
ら
割
り
出
し
た
台
数
と
な
る
。

今
後
、
買
収
を
す
す
め
る
中
で
、

用
途
を
考
え
て
い
き
た
い
。

夢
タ
ワ
ー
137
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
に
つ

い
て
、
好
意
的
な
意
見
が
多
い
よ

う
だ
が
、
そ
れ
以
外
の
意
見
は
。

否
定
的
な
意
見
な
ど
は
な
か
っ
た
。

暗
い
・
見
に
く
い
と
の
声
も
聞
い

て
い
る
。
照
明
の
角
度
を
変
え
る

な
ど
の
余
地
は
あ
る
の
か
。

住
民
な
ど
の
意
見
も
聞
き
な
が
ら
、

今
後
も
検
討
を
続
け
て
い
く
。

12
月
定
例
会
の
常
任
委
員
会
で
は
、
12
月
12
日
に
各
課
か
ら
議
案
の
説
明
を
う
け

て
、
審
議
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。
主
な
質
疑
応
答
を
報
告
し
ま
す
。

高
齢
者
な
ど
で
自
主
的
に
運
転
免

許
証
が
返
納
さ
れ
て
い
る
が
、
返

納
状
況
は
。

令
和
元
年
度
は
、
12
月
時
点
で
、

58
件
の
返
納
を
確
認
し
て
い
る
。

今後の整備予定
令和２年度は事業パートナーの選定や、
道路および地区計画の都市計画決定。
令和３年度は、第１期整理区域の農地
転用・開発許可申請・第２期整備地区の
土地利用計画について調整を図る。
令和４年度以降は、換地・実施設計や、
造成工事などを予定し、市街化編入など
を目指していく。

中央公園駐車場拡充へ

新レイアウト　15文字×30行（質問：新丸ゴL-15Q　答弁：リュウミンL-15Q平105%）
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閉会中の事務調査　11月８日 閉会中に継続しておこなった事務調査を報告します

久
御
山
町
全
体
を

大
学
の
キ
ャ
ン
パ
ス
の
よ
う
に

くみやまタウンキャンパス

生涯学習の現状と課題
本町の生涯学習計画は、平成16年に第
１次推進計画を策定し、町全体を大学の
キャンパスのような一つの学習施設とし
て位置づけ、住民がお互いに学び合い、
その成果を次代に生かせるよう、計画の
名称を「くみやまタウンキャンパスプラ
ン」とした。
第２次推進計画では、くみやまタウン
キャンパスの深化を目指し、「生涯学習・
生涯スポーツの機会の充実」「人材の育
成」「タウンキャンパスの充実と活用」「生
涯学習推進体制の整備」の４つの視点を
意識し展開している。
第２次推進計画の折り返しをむかえた
現時点において、指導者の育成や町内事
業所との連携が課題となっている。

民
生
教
育
常
任
委
員
会
レ
ポ
ー
ト

民
生
教
育
常
任
委
員
会
レ
ポ
ー
ト

民
生
教
育
常
任
委
員
会
レ
ポ
ー
ト

民
生
教
育
常
任
委
員
会
レ
ポ
ー
ト

いきがい大学開講式

住
民
票
な
ど

コ
ン
ビ
ニ
交
付
の
内
容
は

の
っ
て
こ
優
タ
ク
シ
ー

停
留
所
の
増
設
は

Q

Q Q

A

A A

コ
ン
ビ
ニ
交
付
導
入
で
ど
れ
く
ら

い
の
費
用
が
か
か
る
の
か
。

ま
た
、
交
付
は
い
つ
で
も
可
能
か
。

年
間
６
５
０
万
円
を
想
定
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
よ
り
、

住
民
票
、
印
鑑
登
録
証
明
書
が
交

付
可
能
。
年
末
年
始
の
６
日
間
を

除
く
午
前
６
時
30
分
か
ら
午
後
11

時
ま
で
利
用
で
き
る
。

た
だ
し
、
戸
籍
は
、
役
場
が
開
庁

し
て
い
る
時
間
帯
の
み
と
な
る
。

停
留
所
の
利
用
状
況
に
差
が
あ
る
。

利
用
が
集
中
し
て
い
る
地
域
に
、

停
留
所
を
増
設
し
て
は
ど
う
か
。

利
用
状
況
を
踏
ま
え
て
検
討
し
て

い
く
。

居
住
地
域
に
よ
っ
て
、
登
録
状
況

に
差
が
あ
る
。

さ
ら
な
る
啓
発
が
必
要
で
は
。

高
齢
者
の
利
用
が
多
い
の
で
、
ケ

ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
を
通
し
て
お
こ

な
っ
て
い
き
た
い
。

ま
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
催
し
の
際
に

周
知
し
て
い
く
。

12
月
定
例
会
の
常
任
委
員
会
で
は
、
12
月
16
日
に
各
課
か
ら
議
案
の
説
明
を
う
け

て
、
審
議
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。
主
な
質
疑
応
答
を
報
告
し
ま
す
。

これからの生涯学習
生涯学習を進めていくうえで、青年団、
婦人会、子ども会のようにグループを作っ
て活動する社会教育の視点が大切である。
また、便利さやサービスのみを競って
いくよりも、固有の価値、文化の価値や
特色を育んでいくことや、町民の皆さん
がどう育っていくかという観点が大事と
なってくる。

QA
コ
ン
ビ
ニ
で
あ
れ
ば
、
ど
こ
で
も

利
用
可
能
か
。

多
機
能
端
末
機
が
あ
る
と
こ
ろ
で

あ
れ
ば
、
全
国
ど
こ
で
も
利
用
で

き
る
。

コンビニの多機能端末で印鑑登録書が交付可能に
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一つの事項を深く掘り下げて何度でもできる。議員の質問時間は30分以内。一問
一答

議員の質問時間の制限はなく、質問回数は２回まで。一括
質問

議会だより・会議録はこちら

久御山町議会 検索

定例会の映像配信
久御山町議会ホームページから生中継
と録画映像がご覧いただけます。

※印の質問事項は紙面の都合上掲載しておりません。ご興味のある方は録画映像をご覧ください。

こ
こ
が

　

 

き
た
い

こ
こ
が

　

 

き
た
い

聞

一 般
質 問

篠田　久和 議員
①木津川堤防の漏水
②府道の渋滞緩和

一括
質問 Ｐ９

芦田　祐介 議員
①雇用政策
②依存症対策※
③食品ロス削減と学校給食※

一問
一答 P10

林　　吉一 議員
①中央公民館のあり方
②道路の危険性

一括
質問 P11

田口　浩嗣 議員
①水害対策や貯水池の設置計画
②くみやま夢タワー１３７

一問
一答 P12

松本　義裕 議員
①中央公園の活用
②役場庁舎や公共施設での窓口業務

一問
一答 P13

島　　宏樹 議員
①公共施設マネジメント
②全世代・全員活躍のまち構想

一問
一答 P14

戸川　和子 議員
①児童虐待
②防災

一問
一答 P15

中井　孝紀 議員
①新市街地（みなくるタウン）の進捗状況
②地域公共交通

一問
一答 P16

松尾　　憲 議員
①水害被害多発時代の対策
②ひきこもり

一問
一答 P17

巽巽　　巽子 議員
①学校教育行政
②防災計画
③国民健康保険制度

一問
一答 P18

質問者 質問項目〔質問方法〕 ページ

一般質問では、行政全般について執行機関（町長など）に
質問しました。今回は、10 人の議員が登壇しました。
＊質問・答弁の要旨は９〜 18ページに掲載しています。

10議員が
登壇

新レイアウト　15文字×30行（質問：新丸ゴL-15Q　答弁：リュウミンL-15Q平105%）
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一つの事項を深く掘り下げて何度でもできる。議員の質問時間は30分以内。一問
一答

議員の質問時間の制限はなく、質問回数は２回まで。一括
質問

議会だより・会議録はこちら

久御山町議会 検索

定例会の映像配信
久御山町議会ホームページから生中継
と録画映像がご覧いただけます。

※印の質問事項は紙面の都合上掲載しておりません。ご興味のある方は録画映像をご覧ください。

こ
こ
が

　

 

き
た
い

こ
こ
が

　

 

き
た
い

聞

一 般
質 問

木
津
川
堤
防
付
近
の

水
田
で
の
漏
水
対
策
状
況
は

淀
川
河
川
事
務
所
と

連
携
し
国
へ
も
要
請
す
る

QA QA QA堤
防
の
下
に
水
を
通
し
に
く
い
粘
土

層
が
広
が
り
、
そ
の
下
に
水
を
通
し
や

す
い
砂
や
、
れ
き
の
透
水
層
が
確
認
さ

れ
た
。
そ
こ
に
水
圧
が
か
か
り
、
粘
土

昨
年
の
台
風
19
号
で
は
堤
防
の
決
壊

に
よ
り
甚
大
な
被
害
が
出
た
。

三
重
県
や
奈
良
県
で
か
な
り
の
降
水

量
が
あ
り
、
木
津
川
で
は
流
れ
橋
が
流

失
し
た
。

木
津
川
堤
防
付
近
の
水
田
で
、
平
成

29
年
度
に
５
カ
所
、
今
年
度
に
３
カ
所

の
漏
水
が
発
生
し
た
。
原
因
は
。

町
内
を
通
る
府
道
八
幡
宇
治
線
と
府

道
宇
治
淀
線
は
、
慢
性
的
に
渋
滞
し
て

い
る
。

２
０
２
３
年
に
は
、
城
陽
市
に
ア
ウ

ト
レ
ッ
ト
モ
ー
ル
が
開
業
す
る
こ
と
で
、

周
辺
自
治
体
を
通
過
す
る
車
両
の
増
加

が
予
想
さ
れ
る
。

本
町
で
は
、
平
日
や
土
日
祝
日
も
渋

滞
が
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
。

既
存
道
路
の
拡
幅
再
整
備
は
、
時
間

や
コ
ス
ト
面
で
現
実
的
で
は
な
い
と
考

え
る
。

渋
滞
を
緩
和
す
る
た
め
、
バ
イ
パ
ス

機
能
を
も
っ
た
新
し
い
道
路
整
備
が
必

要
だ
と
考
え
る
が
、
現
在
の
見
通
し
は
。

度
重
な
る
漏
水
が
、
堤
防
決
壊
の
原

因
と
は
な
ら
な
い
の
か
。

漏
水
対
策
の
状
況
は
。

平
成
30
年
度
の
被
災
後
、
国
土
交
通

省
が
ウ
ェ
ル
ド
レ
ー
ン
工
法
を
実
施
し

た
。今

回
、
木
津
川
の
水
位
上
昇
は
前
回

と
同
程
度
で
あ
っ
た
が
、
施
工
前
よ
り

漏
水
箇
所
や
規
模
も
小
さ
い
な
ど
、
対

策
の
効
果
が
あ
っ
た
。

現
在
の
取
り
組
み
は
、
漏
水
、
噴
砂

の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
解
明
す
る
目
的
で
、

淀
川
河
川
事
務
所
が
漏
水
箇
所
を
掘
削

し
て
、
土
層
断
面
の
確
認
を
お
こ
な
っ

て
い
る
。

治
水
対
策
を
進
め
る
上
で
、
堤
防
の

安
全
性
の
確
保
は
重
要
で
あ
り
、
今
後

も
淀
川
河
川
事
務
所
と
連
携
し
て
、
国

土
交
通
省
に
適
切
な
対
応
と
、
必
要
と

な
る
予
算
の
確
保
を
要
請
し
て
い
き
た

い
。

質
　問

町
　長

府
道
の
渋
滞
を
緩
和
す
る

バ
イ
パ
ス
道
路
の
整
備
は

効
果
の
あ
る
道
路
整
備
を

近
隣
市
や
府
と
連
携
し
進
め
る

QA QA QA質
　問

質
　問

住民生活に影響する慢性的な渋滞

都
市
整
備
課
長

層
の
薄
い
部
分
か
ら
漏
水
し
た
。

淀
川
河
川
事
務
所
か
ら
、
堤
防
本
体

に
影
響
は
な
い
と
報
告
を
受
け
て
い
る
。

篠
しの

田
だ

　久
ひさ

和
かず

 議員

交
通
渋
滞
は
大
き
な
課
題
と
な
っ
て

い
る
。

特
に
東
西
軸
の
中
心
と
な
る
2
つ
の

府
道
の
慢
性
的
な
渋
滞
は
、
地
域
経
済

都
市
整
備
課
長

や
住
民
生
活
に
大
き
な
影
響
を
与
え
、

町
の
発
展
に
も
大
き
く
関
わ
る
。

府
道
宇
治
八
幡
線
の
バ
イ
パ
ス
機
能

を
も
っ
た
新
た
な
東
西
道
路
の
整
備
は

有
効
で
、
府
に
要
望
活
動
を
お
こ
な
っ

て
い
る
。

ま
た
、
府
道
宇
治
淀
線
は
、
城
陽
市

と
八
幡
市
が
地
域
経
済
や
地
域
間
交
流

な
ど
を
目
的
に
、
府
に
対
し
、
設
置
を

要
望
さ
れ
て
い
る
。

本
町
も
、
両
市
や
府
と
の
連
携
を
密

に
し
て
、
東
西
軸
道
路
の
渋
滞
緩
和
を

図
り
た
い
。
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町
内
企
業
の
人
手
不
足
対
策

に
つ
い
て
の
考
え
は

策
定
予
定
の
産
業
振
興
計
画

に
沿
っ
て
支
援
し
た
い

QA QA QA令
和
元
年
9
月
時
点
で
８
・
19
倍
。

商
工
会
や
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
な
ど
と
連

携
し
、
会
社
説
明
会
を
実
施
し
て
い

本
町
の
有
効
求
人
倍
率
は
。

政
府
は
就
職
氷
河
期
世
代
の
集
中
支

援
策
を
打
ち
出
し
て
い
る
。
就
職
氷
河

期
世
代
を
本
町
で
正
社
員
化
す
る
こ
と

が
で
き
れ
ば
、
人
手
不
足
の
解
消
と
と

も
に
将
来
の
社
会
保
障
費
増
大
を
抑
制

で
き
る
の
で
は
な
い
の
か
。

授
乳
期
の
子
ど
も
を
育
て
る
女
性
従

業
員
を
支
援
し
よ
う
と
、
搾
乳
室
を
設

置
す
る
企
業
が
徐
々
に
で
て
き
て
い
る
。

勤
務
時
間
中
の
搾
乳
へ
の
理
解
や
搾

乳
室
設
置
に
つ
い
て
、
企
業
へ
の
働
き

か
け
が
必
要
で
は
な
い
の
か
。

本
町
で
は
み
な
く
る
タ
ウ
ン
の
整
備

を
進
め
て
い
る
。
令
和
３
年
３
月
に
は

12
月
11
日
に
京
阪
バ
ス
が
土
日
祝
日

の
減
便
を
お
こ
な
っ
た
。
４
月
に
も
大

規
模
な
減
便
が
あ
っ
た
ば
か
り
で
あ
る
。

相
次
ぐ
路
線
バ
ス
の
減
便
に
つ
い
て
、

町
内
企
業
に
与
え
る
影
響
を
ど
の
よ
う

に
み
て
い
る
の
か
。

人
手
不
足
に
陥
っ
て
い
る
理
由
は
、

町
の
知
名
度
、
事
業
所
の
知
名
度
、
交

通
便
の
悪
さ
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。

現
在
の
雇
用
政
策
は
。

質
　問

質
　問

質
　問

質
　問

質
　問

質
　問

仕事マッチング診断

令和3年3月に開設予定の特養（完成予想図）

産
業
課
長

産
業
課
長

企
業
負
担
が
生
じ
る
た
め
、
社
会
全

体
の
要
請
の
中
で
機
運
を
高
め
る
必
要

が
あ
る
。
国
・
府
の
動
き
と
連
携
し
て

取
り
組
む
べ
き
課
題
で
あ
る
。

子
育
て
支
援
課
長

芦
あし

田
だ

　祐
ゆう

介
すけ

 議員

る
。
く
み
や
ま
夢
タ
ワ
ー
１
３
７
ラ
イ

ト
ア
ッ
プ
事
業
に
よ
り
町
の
知
名
度
が

ア
ッ
プ
す
れ
ば
人
材
確
保
の
一
助
に
も

な
り
え
る
。

Ａ
Ｉ
や
Ｉ
o
Ｔ
の
導
入
に
よ
る
生
産

性
の
向
上
に
よ
り
人
的
コ
ス
ト
の
削
減

も
検
討
が
進
ん
で
い
く
と
考
え
ら
れ
る
。

特
養
で
も
Ａ
Ｉ
を
導
入
し
た
介
護
の
研

究
を
し
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。

進
出
す
る
企
業
な
ど
と
も
十
分
に
情

報
共
有
し
、
策
定
予
定
の
第
２
次
久
御

山
町
産
業
振
興
計
画
に
沿
っ
た
取
り
組

み
に
よ
り
支
援
を
し
て
い
く
。

産
業
課
長

減
便
の
要
因
は
乗
務
員
不
足
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
乗
務
員
の
確
保
に
向
け
た

思
い
切
っ
た
対
策
を
講
ず
る
な
ど
、
バ

ス
事
業
者
と
一
緒
に
知
恵
を
出
し
合
っ

て
、
バ
ス
運
行
を
維
持
し
、
町
内
企
業

に
影
響
を
与
え
な
い
よ
う
に
し
て
い
く
。

事
業
建
設
部
担
当
部
長

地
域
の
雇
用
を
地
域
の
人
材
で
確
保

す
る
就
域
と
い
う
考
え
方
を
取
り
入
れ
、

そ
の
取
り
組
み
が
就
職
氷
河
期
世
代
と

企
業
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
に
つ
な
が
る
と

考
え
る
。

産
業
課
長

ホ
ー
ル
両
サ
イ
ド
に
大
型
モ
ニ
タ
ー
を

設
置
し
、
改
善
を
図
っ
た
。

佐
山
西
ノ
口
に
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
（
特
養
）
の
開
設
を
見
込
ん
で
い
る
。

現
在
の
人
手
不
足
の
状
況
で
は
、
み
な

く
る
タ
ウ
ン
の
企
業
誘
致
や
特
養
の
運

営
に
支
障
が
生
じ
る
の
で
は
な
い
の
か
。
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林
はやし

　　吉
よし

一
かず

 議員

中
央
公
民
館
の
位
置
づ
け
は

公
民
館
機
能
を
兼
ね
た

セ
ン
タ
ー
の
具
体
化
を
図
る

QA QA QA代
替
施
設
の
コ
ン
べ
ン
シ
ョ
ン
ホ
ー

ル
は
、
２
０
０
席
程
度
の
コ
ン
パ
ク
ト

な
会
場
と
な
り
、
観
客
と
舞
台
の
一
体

感
が
得
ら
れ
た
。

し
か
し
、
会
場
が
フ
ラ
ッ
ト
で
あ
る

こ
と
で
前
方
が
見
え
に
く
く
、
音
質
が

悪
い
な
ど
の
課
題
が
あ
る
。

前
方
の
見
え
に
く
さ
に
つ
い
て
は
、

今
年
度
に
つ
い
て
は
、
本
町
の
所
管

は
９
カ
所
。
う
ち
、
３
カ
所
は
既
に
対

応
し
て
い
る
。

舗
装
の
修
繕
や
停
止
線
・
交
差
点
の

十
字
マ
ー
ク
の
引
き
直
し
、
横
断
歩
道

の
カ
ラ
ー
化
な
ど
の
４
カ
所
に
つ
い
て

は
、
今
年
度
中
に
改
善
す
る
。

こ
れ
ま
で
中
央
公
民
館
で
実
施
し
て

い
た
文
化
祭
や
敬
老
会
な
ど
が
、
代
替

施
設
で
実
施
さ
れ
た
。
そ
の
中
で
の
課

題
と
今
後
の
対
策
は
。

通
学
路
安
全
推
進
会
議
で
危
険
箇
所

を
現
地
確
認
し
た
結
果
、
町
が
改
善
す

べ
き
危
険
箇
所
は
何
箇
所
あ
る
の
か
。

　
ま
た
、
対
応
状
況
は
。

（
仮
称
）
全
世
代
・
全
員
活
躍
の
ま

ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
を
検
討
す
る
と
報

告
を
受
け
た
が
、
中
央
公
民
館
の
位
置

づ
け
が
こ
の
構
想
に
盛
り
込
ま
れ
て
い

る
の
か
。

質
　問

質
　問

質
　問

教
育
次
長

学
校
教
育
課
長

通
学
路
の
改
善
す
べ
き

危
険
箇
所
の
取
り
組
み
は

４
カ
所
に
つ
い
て

今
年
度
中
に
改
善
す
る

QA QA QA

最高速度を30kmに制限するゾーン30

ホールが使用できない中央公民館

生
活
道
路
に
お
け
る
歩
行
者
な
ど
の

安
全
確
保
を
目
的
と
す
る
ゾ
ー
ン
30
が

本
町
に
も
設
置
さ
れ
て
い
る
。

設
置
す
る
だ
け
で
な
く
、
ゾ
ー
ン
内

に
お
い
て
安
全
対
策
が
必
要
と
考
え
る

が
、
本
町
の
対
策
は
。

質
　問

ホ
ー
ル
両
サ
イ
ド
に
大
型
モ
ニ
タ
ー
を

設
置
し
、
改
善
を
図
っ
た
。

誰
も
が
活
躍
で
き
る
地
域
共
生
型
社

会
を
実
現
す
る
た
め
、
地
域
住
民
が
学

習
活
動
な
ど
を
図
れ
る
社
会
教
育
・
生

涯
学
習
拠
点
と
し
て
の
機
能
が
求
め
ら

れ
る
。

現
在
の
公
民
館
機
能
に
加
え
、
①
子

育
て
支
援
②
子
ど
も
か
ら
シ
ニ
ア
世
代
、

高
齢
者
の
活
動
支
援
③
生
涯
学
習
環
境

の
充
実
④
多
世
代
交
流
・
多
文
化
交
流

町
　長

⑤
社
会
福
祉
領
域
と
の
連
携
・
協
働
⑥

防
災
拠
点
⑦
文
化
財
の
保
護
・
活
用
な

ど
の
７
つ
の
機
能
を
兼
ね
備
え
る
こ
と

が
重
要
と
考
え
る
。

今
後
、（
仮
称
）
全
世
代
・
全
員
活

躍
の
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
整
備
検
討

委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
具
体
化
を
図
る
。

毎
月
30
日
を
ゾ
ー
ン
30
の
日
と
し
、

11
月
に
実
施
し
た
ゾ
ー
ン
30
の
日
で
は
、

パ
ト
カ
ー
が
先
導
し
、
速
度
抑
制
の
取

り
組
み
を
お
こ
な
っ
た
。

今
後
も
、
宇
治
警
察
署
と
連
携
を
密

に
し
、
道
路
利
用
者
の
安
全
確
保
を

図
っ
て
い
く
。	

都
市
整
備
課
長
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高評価のランドマーク

田
た

口
ぐち

  浩
こう

嗣
じ

 議員

公
民
館
の
よ
う
な

防
災
施
設
の
考
え
は

全
世
代
・
全
員
活
躍
の
ま
ち

づ
く
り
セ
ン
タ
ー
で
議
論
す
る

QA QA QA昨
年
の
西
日
本
豪
雨
を
教
訓
に
、
国

交
省
の
有
識
者
検
討
会
が
事
前
放
流
へ

の
対
応
を
提
言
し
た
が
、
台
風
19
号
で

は
事
前
放
流
が
な
く
、
ダ
ム
が
危
険
水

位
に
達
し
、
緊
急
放
流
を
お
こ
な
い
大

規
模
な
水
害
に
つ
な
が
っ
た
。

天
ヶ
瀬
ダ
ム
や
高
山
ダ
ム
な
ど
、
宇

治
川
と
木
津
川
の
上
流
の
対
策
は
。

ま
た
、
ダ
ム
内
の
水
位
を
ゼ
ロ
に
す

る
協
定
を
、
近
隣
の
市
町
村
と
合
同
で

要
望
は
で
き
な
い
の
か
。

く
み
や
ま
夢
タ
ワ
ー
の
ラ
イ
ト
ア
ッ

プ
か
ら
1
カ
月
以
上
が
経
つ
が
、
今
後

の
取
り
組
み
は
。

今
後
の
戦
略
と
し
て
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
に
タ
ワ
ー
の
ラ
ッ
ピ
ン
グ
や
、
記
念

日
の
サ
プ
ラ
イ
ズ
と
し
て
Ｋ
Ｂ
S
京
都

で
放
送
す
る
チ
ケ
ッ
ト
を
ふ
る
さ
と
納

税
の
返
礼
品
と
す
る
ほ
か
、
町
内
企
業

と
提
携
し
住
民
も
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト

な
ど
の
考
え
は
。

水
害
対
策
と
し
て
、
国
か
ら
の
補
助

金
を
活
用
し
、
公
民
館
の
よ
う
な
多
目

的
機
能
を
持
つ
防
災
施
設
の
考
え
は
。

町
外
の
方
に
「
メ
チ
ャ
綺
麗
や
な

～
！
」
と
高
評
価
の
久
御
山
の
ラ
ン
ド

マ
ー
ク
だ
が
、
こ
れ
を
生
か
し
て
ど
の

様
な
施
策
に
繋
げ
る
の
か
。

質
　問

夢
タ
ワ
ー
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

今
後
の
取
り
組
み
は

ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
募
集
し

ブ
ラ
ン
ド
化
を
図
る

QA QA QA質
　問

質
　問

質
　問

質
　問

木津川上流建設中の川上ダム（三重県）

政
府
は
11
月
26
日
に
「
来
年
の
夏
に

は
、
既
存
ダ
ム
の
新
た
な
運
用
を
開
始

す
る
」
と
発
表
。
対
象
ダ
ム
は
、
複
数

の
機
能
を
持
つ
ダ
ム
約
５
６
０
カ
所
と

し
、
天
ヶ
瀬
ダ
ム
、
高
山
ダ
ム
な
ど
も

対
象
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

近
隣
市
町
村
と
の
協
定
は
、
検
討
す

る
が
、
現
時
点
で
は
動
向
を
注
視
す
る
。

中
央
公
民
館
に
か
わ
る
多
目
的
な
施

設
や
防
災
機
能
を
併
せ
持
つ
施
設
と
な

る
よ
う
、（
仮
称
）
全
世
代
・
全
員
活

躍
の
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
の
議
論
を

進
め
て
い
く
。

町
　長

12
月
２
日
か
ら
く
み
や
ま
夢
タ
ワ
ー

１
３
７
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
募
集
を
開
始
し
、

今
年
度
中
に
決
定
す
る
。
農
業
者
や
企

業
な
ど
に
包
装
な
ど
自
由
に
使
用
し
て

も
ら
い
、
ブ
ラ
ン
ド
化
を
図
る
。
　

取
引
の
円
滑
化
や
売
り
上
げ
の
増
加

に
も
繋
が
る
。

産
業
課
長

実
現
可
能
か
検
討
し
、
今
後
に
繋
げ

る
。
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
は
、
費
用
対

効
果
も
考
慮
し
、
Ｋ
Ｂ
S
京
都
を
は
じ

め
、
各
関
係
機
関
と
連
携
を
検
討
し
て

い
く
。

産
業
課
長

「
夢
タ
ワ
ー
」
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
は
、

シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
の
醸
成
を
図
り
、

魅
力
を
町
内
外
に
大
き
く
発
信
す
る
の

が
目
的
。
良
い
農
業
・
工
業
、
充
実
し

た
子
育
て
支
援
や
福
祉
施
策
が
あ
る
こ

と
を
認
識
し
て
も
ら
え
る
よ
う
オ
ー
ル

久
御
山
に
よ
る
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
で
事
業
を
さ
ら
に
進
化
さ
せ
て
い
く
。

町
　長

総
務
課
長
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仕
事
な
ど
で
、
役
場
開
庁
時
間
に
来

る
こ
と
が
で
き
な
い
方
に
は
、
今
後
、

夜
間
や
休
日
に
も
交
付
で
き
る
日
を
設

け
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付
率

を
上
げ
る
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
。

住
民
福
祉
課
長

質
　問

ま
ち
の
に
わ
構
想
が

目
指
す
位
置
づ
け
は

さ
ま
ざ
ま
な
世
代
が
集
い

憩
え
る
場
と
し
て
整
備
す
る

　

QA QA QAま
ち
の
に
わ
構
想
で
中
央
公
園
の
整

備
な
ど
を
検
討
し
て
い
る
が
、
取
り
組

み
状
況
は
。
　
　

本
町
で
は
令
和
２
年
３
月
２
日
か
ら

住
民
票
、
印
鑑
証
明
書
、
戸
籍
な
ど
コ

ン
ビ
ニ
で
交
付
可
能
と
な
る
が
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
持
っ
て
い
な
い
方

は
利
用
で
き
な
い
。

利
便
性
向
上
の
た
め
、
交
付
率
を
上

げ
る
必
要
が
あ
る
。
し
か
し
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
、
本
人
が
直
接
役
場

に
出
向
い
て
受
け
取
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

役
場
に
行
け
な
い
方
へ
の
配
慮
が
必

要
で
は
。

質
　問

質
　問

まちのにわ構想実現を目指して（中央公園）

行政で最も重要な窓口サービス

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

受
け
取
り
へ
の
配
慮
は

夜
間
や
休
日
に
も

交
付
で
き
る
日
を
設
け
る

QA QA QA

松
まつ

本
もと

　義
よし

裕
ひろ

 議員

具
現
化
に
向
け
、
構
想
推
進
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
設
置
し
た
。
ま
た
、
中
央

公
園
活
用
の
実
証
実
験
を
１
月
19
日
、

２
月
１
・
8
・
9
日
に
実
施
す
る
。
内

容
は
、
子
育
て
世
代
も
子
ど
も
連
れ
で

遊
べ
る
遊
具
を
準
備
し
た
遊
び
場
の
提

供
、
飲
食
の
提
供
な
ど
を
お
こ
な
う
。

フ
ー
ド
ト
ラ
ッ
ク
の
実
証
実
験
を
、

工
業
団
地
を
中
心
に
、
１
月
中
旬
か
ら

都
市
整
備
課
長

ま
ち
の
に
わ
構
想
が
目
指
す
位
置
づ

け
と
実
現
に
向
け
た
今
後
の
展
開
は
。

質
　問

全
世
代
・
全
員
活
躍
の
ま
ち
構
想
の

中
で
位
置
づ
け
、
農
業
や
工
業
と
結
び

つ
い
た
公
園
で
、
ふ
れ
あ
い
・
交
流
を

キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
世
代
が

集
い
憩
え
る
場
と
し
て
整
備
す
る
。

令
和
３
年
度
以
降
に
、
官
民
連
携
に

よ
る
中
央
公
園
再
整
備
の
具
体
化
に
結

び
つ
け
て
い
き
た
い
。

町
　長

ま
ず
は
、
住
民
福
祉
課
に
死
亡
届
が

提
出
さ
れ
る
。
そ
の
後
、
他
の
手
続
き

に
必
要
な
関
係
課
が
連
携
し
、
住
民
の

方
が
移
動
し
な
く
て
も
い
い
よ
う
に
対

応
し
て
い
る
。
他
の
窓
口
に
行
っ
て
も

ら
う
場
合
は
、
職
員
間
で
丁
寧
に
引
き

継
ぎ
を
し
て
い
る
。ま
た
、移
動
の
際
は
、

必
要
に
応
じ
て
同
行
す
る
な
ど
、
住
民

が
安
心
で
き
る
よ
う
心
が
け
て
い
る
。

住
民
福
祉
課
長

２
月
上
旬
に
実
施
す
る
。
平
日
の
昼
食

時
間
帯
に
、
久
御
山
産
野
菜
を
使
用
し

た
メ
ニ
ュ
ー
の
ラ
ン
チ
を
提
供
す
る
。

ご
家
族
が
亡
く
な
ら
れ
、
手
続
き
を

す
る
場
合
、
ど
の
よ
う
な
流
れ
で
対
応

し
て
い
る
の
か
。

ま
た
、
そ
の
人
専
用
の
案
内
係
を
配

置
す
る
こ
と
で
、
手
間
も
か
か
ら
ず
、

安
心
し
て
も
ら
え
る
と
思
う
が
。
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構
想
の
名
称
を
「
夢
い
っ
ぱ
い
コ
ン

パ
ク
ト
タ
ウ
ン
く
み
や
ま
Ｃ
Ｃ
Ａ
Ｃ
構

想
」
と
し
、
①
い
つ
ま
で
も
健
康
で
活

大
規
模
な
設
備
や
大
規
模
修
繕
も
含

め
、
個
別
計
画
策
定
の
中
で
、
修
繕
費

用
な
ど
を
算
出
し
、
財
政
的
な
側
面
を

し
っ
か
り
見
な
が
ら
議
論
で
き
る
よ
う

に
、
個
別
施
設
計
画
を
つ
く
っ
て
い
く
。

副
町
長

町
　長

公
共
施
設
の
老
朽
化
率
は

資
産
老
朽
化
比
率
は
61
・
7
％

半
数
以
上
が
築
30
年
超

QA QA QA

全
世
代
・
全
員
活
躍
の

ま
ち
構
想
の
目
的
は

　
　
　
　

医
療
・
福
祉
モ
デ
ル
の
推
進

な
ど
５
つ
の
目
的
が
あ
る

QA QA QA

本
町
が
保
有
す
る
公
共
施
設
の
数
と

老
朽
化
率
は
ど
れ
く
ら
い
か
。

平
成
29
年
３
月
に
「
公
共
施
設
等
総

合
管
理
計
画
」
が
策
定
さ
れ
た
が
、
そ

の
後
の
取
り
組
み
は
。

公
共
施
設
は
行
政
財
産
で
あ
る
と
同

時
に
住
民
一
人
一
人
の
財
産
で
あ
る
の

で
、
公
共
施
設
の
個
別
施
設
計
画
が
大

変
重
要
と
な
る
。

さ
ら
に
建
物
の
ほ
か
、
空
調
な
ど
の

設
備
、
備
品
な
ど
も
老
朽
化
し
て
い
る
。

設
備
、
備
品
の
修
理
・
修
繕
・
更
新

計
画
は
ど
の
よ
う
に
し
て
い
く
の
か
。

住
み
慣
れ
た
場
所
で
い
き
い
き
暮
ら

せ
る
地
域
づ
く
り
と
し
て
、
全
世
代
・

全
員
活
躍
の
ま
ち
構
想
を
示
さ
れ
た
が
、

構
想
の
目
的
は
。

継
続
的
な
ケ
ア
を
実
現
す
る
に
は
、

医
療
・
福
祉
・
交
流
ゾ
ー
ン
の
整
備
、

充
実
が
必
要
で
あ
る
。

ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
考
え
て
い

る
の
か
。

質
　問

質
　問

質
　問

質
　問

質
　問

築35年経過の老人福祉センター荒見苑

本
町
の
平
た
ん
な
地
形
の
特
長
を
生

か
し
た
「
歩
く
ま
ち
く
み
や
ま
」
の
取

り
組
み
を
通
し
、
健
康
増
進
や
介
護
予

防
を
推
進
す
る
。

健
康
社
会
の
実
現
を
目
指
す
ス
マ
ー

ト
ウ
ェ
ル
ネ
ス
シ
テ
ィ
の
考
え
方
も
取

り
入
れ
、
全
国
に
誇
れ
る
モ
デ
ル
と
し

て
町
全
体
で
先
進
的
な
地
域
医
療
体
制

と
全
世
代
型
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

の
構
築
を
図
っ
て
い
く
。

町
　長

島
しま

　　宏
ひろ

樹
き

 議員

本
町
が
保
有
す
る
公
共
施
設
は
36
施

設
、
公
営
企
業
施
設
は
３
施
設
の
合
計

39
施
設
が
あ
る
。

資
産
老
朽
化
比
率
は
61
・
７
％
で
、

半
数
以
上
の
施
設
が
築
30
年
を
超
え
る
。

平
成
30
年
度
か
ら
個
別
施
設
計
画
策

定
に
向
け
た
情
報
収
集
や
調
査
を
し
て

い
る
。

ま
た
、
今
年
度
に
は
庁
内
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
会
議
お
よ
び
各
施
設
所
管
課
の
実

務
担
当
者
チ
ー
ム
に
よ
る
施
設
の
状
態

確
認
や
劣
化
度
調
査
を
お
こ
な
っ
て
い

る
。

行
財
政
課
長

行
財
政
課
長

躍
で
き
る
久
御
山
医
療
・
福
祉
モ
デ
ル

の
推
進
②
誰
も
が
能
力
を
活
か
し
て
健

康
で
ア
ク
テ
ィ
ブ
に
活
躍
で
き
る
ま
ち

づ
く
り
の
推
進
③
地
域
力
で
子
育
て
で

き
る
環
境
づ
く
り
の
推
進
④
町
の
自

然
・
歴
史
・
文
化
遺
産
な
ど
を
結
ぶ
取

り
組
み
の
推
進
⑤
食
を
テ
ー
マ
と
し
た

憩
い
、
ふ
れ
あ
い
の
あ
る
公
園
整
備
の

「
ま
ち
の
に
わ
構
想
」
の
推
進
、
こ
れ

ら
5
つ
を
構
想
の
目
的
と
す
る
。
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体
罰
禁
止
へ
児
童
福
祉
法

な
ど
が
改
正
さ
れ
た
が

体
罰
に
頼
ら
な
い
し
つ
け

を
広
く
啓
発
・
周
知
す
る

QA QA QA児
童
虐
待
に
よ
り
、
子
ど
も
が
死
亡

す
る
事
件
が
社
会
問
題
に
な
っ
て
い
る
。

本
町
の
児
童
虐
待
の
現
状
は
。

児
童
虐
待
に
関
与
し
た
疑
い
で
逮
捕

さ
れ
た
保
護
者
が
、「
し
つ
け
の
た
め

だ
っ
た
」
と
供
述
す
る
ケ
ー
ス
が
後
を

絶
た
な
い
。

災
害
に
対
し
て
、
国
の
防
災
基
本
計

画
が
あ
り
、
各
自
治
体
で
は
地
域
防
災

計
画
な
ど
が
あ
る
。

さ
ら
に
地
域
の
特
性
に
応
じ
た
地
区

の
範
囲
や
活
動
に
つ
い
て
、
柔
軟
に
規

定
で
き
る
地
区
防
災
計
画
が
あ
る
。

災
害
発
生
時
に
は
、
自
治
体
や
消
防

の
「
公
助
」
が
お
こ
な
わ
れ
る
が
、
よ

り
減
災
に
大
き
な
役
割
を
担
う
の
は

「
自
助
」
と
「
共
助
」
で
あ
る
。

こ
の
視
点
に
立
て
ば
、
小
さ
な
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
で
つ
く
る
地
区
防
災

計
画
の
必
要
性
が
浮
か
ん
で
く
る
。

本
町
の
進
捗
状
況
は
。

災
害
備
蓄
品
の
粉
ミ
ル
ク
は
、
お
湯

で
溶
か
し
て
冷
ま
す
必
要
が
あ
る
が
、

液
体
ミ
ル
ク
は
、
常
温
で
保
存
で
き
る
。

災
害
備
蓄
品
に
加
え
て
は
。

質
　問

質
　問

質
　問 地

区
防
災
計
画
の

進
捗
状
況
は

避
難
行
動
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
を

奨
励
し
て
い
る

QA QA QA

質
　問

「
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
ポ
ス
タ
ー
」

（
厚
労
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
）

福祉避難所の災害備蓄品

戸
と

川
がわ

　和
かず

子
こ

 議員

体
罰
に
頼
ら
な
く
て
も
、
し
つ
け
は

十
分
可
能
で
あ
る
こ
と
を
広
く
社
会
に

啓
発
・
周
知
し
て
い
く
こ
と
は
、
行
政

と
し
て
大
切
な
取
り
組
み
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
。

ま
た
体
制
強
化
を
図
る
た
め
、
国
は

児
童
福
祉
法
に
基
づ
き
、
全
て
の
市
町

村
に
調
整
機
能
だ
け
で
な
く
専
門
員
を

配
置
し
て
、
虐
待
が
疑
わ
れ
る
家
庭
に

直
接
か
か
わ
っ
て
い
く
こ
と
が
で
き
る

「
子
ど
も
家
庭
総
合
支
援
拠
点
」
を
立

ち
上
げ
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

本
町
で
は
、
令
和
４
年
ま
で
に
設
置

し
、
さ
ら
な
る
児
童
虐
待
へ
の
体
制
強

化
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

町
　長

令
和
元
年
は
、
個
別
ケ
ー
ス
会
議
を

25
回
開
催
し
て
い
る
が
、
重
篤
な
ケ
ー

ス
は
な
い
と
認
識
し
て
い
る
。

子
育
て
支
援
課
長

な
か
な
か
策
定
が
進
ん
で
い
な
い
が
、

近
年
「
い
つ
」「
誰
が
」「
ど
こ
に
」「
ど

の
よ
う
に
」
避
難
す
る
の
か
を
時
系
列

に
決
め
て
お
く
避
難
行
動
タ
イ
ム
ラ
イ

ン
を
、
国
は
奨
励
し
て
い
る
。

今
年
度
の
備
蓄
購
入
予
算
の
一
部
と

し
て
、
福
祉
避
難
所
と
防
災
倉
庫
用
に

購
入
す
る
予
定
で
あ
る
。

総
務
課
長

総
務
課
長

国
は
児
童
福
祉
法
な
ど
の
改
正
に
よ

り
、
親
な
ど
に
よ
る
こ
ど
も
へ
の
体
罰

禁
止
を
明
文
化
し
た
。
町
長
の
考
え
は
。

本
町
で
は
、
今
年
度
１
自
治
会
で
、

避
難
行
動
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
の
策
定
に
向

け
、
積
極
的
に
支
援
を
し
て
い
る
。
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み
な
く
る
タ
ウ
ン
の

進
捗
状
況
は

今
年
度
中
に
ま
ち
づ
く
り

協
議
会
の
設
立
を
目
指
す

QA QA QA産
業
立
地
促
進
ゾ
ー
ン
の
農
用
地
以

外
の
３０
　ha
を
第
一
期
区
域
と
し
て
土
地

区
画
整
理
事
業
で
進
め
る
。
今
年
度
中

に
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
設
立
を
目
指

し
、
令
和
２
年
度
に
事
業
パ
ー
ト
ナ
ー

の
選
定
や
道
路
お
よ
び
地
区
計
画
の
都

市
決
定
に
向
け
て
協
議
し
、
令
和
３
年

新
市
街
地
（
み
な
く
る
タ
ウ
ン
）
の

整
備
に
向
け
て
町
も
主
体
的
に
取
り
組

ん
で
い
る
が
、
第
５
次
総
合
計
画
も
折

返
し
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、
現
在
の
進

捗
状
況
と
今
後
の
進
め
方
は
。

区
域
内
道
路
の
整
備
と
、
将
来
の
東

西
道
路
計
画
に
連
動
す
る
整
備
が
重
要

だ
が
見
通
し
は
。

ま
た
、
進
出
企
業
の
交
渉
状
況
は
。

交
通
不
便
地
の
解
消
に
向
け
た
御
牧

地
区
で
の
テ
ス
ト
運
行
を
９
月
30
日
か

ら
10
月
4
日
ま
で
実
施
し
た
が
、
そ
の

結
果
と
評
価
は
。

今
後
の
社
会
実
験
の
概
要
や
運
行
主

体
、
車
両
の
考
え
は
。
運
行
に
は
資
金

面
も
重
要
に
な
る
が
、
国
や
京
都
府
、

企
業
の
基
金
な
ど
の
活
用
は
。

質
　問

質
　問

質
　問

質
　問

町
　長

御
牧
地
区
公
共
交
通

社
会
実
験
の
概
要
は

料
金
徴
収
に
よ
る

事
業
委
託
の
手
法

QA QA QA

みなくるタウン整備計画図

テスト運行の様子

中
なか

井
い

　孝
たか

紀
のり

 議員

区
域
北
側
の
府
道
八
幡
宇
治
線
へ
の

接
続
を
含
め
幅
員
14
ｍ
で
都
市
決
定
を

し
た
い
。
接
続
位
置
は
、
将
来
の
東
西

道
路
（
ク
ロ
ス
ピ
ア
く
み
や
ま
か
ら
小

倉
方
面
へ
の
ル
ー
ト
）
を
見
据
え
て
取

り
組
み
た
い
。
進
出
企
業
は
、
京
都
府

か
ら
紹
介
さ
れ
た
東
京
の
食
品
関
連
企

業
や
、
も
の
づ
く
り
系
の
企
業
が
あ
る
。

公
共
下
水
へ
の
接
続
は
、
本
町
の
都

市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
位
置
づ
け

ら
れ
て
い
る
区
域
が
全
て
府
の
事
業
計

画
区
域
に
編
入
さ
れ
、
接
続
は
可
能
と

な
っ
た
。

住
街
区
促
進
ゾ
ー
ン
は
、
優
良
田
園

住
宅
以
外
に
職
住
近
接
の
観
点
か
ら
社

宅
な
ど
を
望
む
声
も
あ
り
、
京
都
府
に

要
望
し
て
い
き
た
い
。

１
日
７
便
運
行
し
、
１
便
平
均
３
・

社
会
実
験
で
は
利
用
料
金
を
徴
収
し
、

コ
ス
ト
バ
ラ
ン
ス
や
継
続
性
を
検
証
し
、

地
域
に
合
っ
た
移
動
手
段
を
利
用
者
の

皆
さ
ん
と
一
緒
に
考
え
た
い
。
運
営
は

事
業
者
へ
の
委
託
な
ど
の
手
法
を
考
え

て
お
り
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
車

両
な
ど
特
徴
の
あ
る
車
両
を
使
い
た
い
。

ま
た
、
企
業
の
基
金
や
国
・
府
の
補

助
金
な
ど
予
算
は
確
保
し
た
い
。

事
業
建
設
部
担
当
部
長

事
業
建
設
部
担
当
部
長

事
業
建
設
部
担
当
部
長

事
業
建
設
部
担
当
部
長

下
水
処
理
の
問
題
は
ど
う
な
っ
て
い

質
　問

度
に
事
業
を
進
め
て
い
き
た
い
。

る
の
か
。
住
街
区
促
進
ゾ
ー
ン
に
社
宅

や
マ
ン
シ
ョ
ン
を
望
む
声
も
あ
る
が
。

８
人
、
５
日
間
で
延
べ
１
３
４
人
で
住

民
ニ
ー
ズ
の
高
さ
が
十
分
確
認
で
き
た
。

感
想
も
お
お
む
ね
好
評
で
あ
っ
た
。
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マ
イ
防
災
マ
ッ
プ

作
成
へ
の
支
援
は

出
前
講
座
や
地
図
デ
ー
タ

の
提
供
な
ど
が
で
き
る

QA QA QA

ひ
き
こ
も
り
支
援

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
窓
口
設
置
を

寄
り
添
う
窓
口
は
必
要
だ

今
後
の
課
題
と
し
て
検
討

QA QA QA

台
風
19
号
な
ど
全
国
で
甚
大
な
浸
水

被
害
が
発
生
し
た
。
い
ず
れ
も
各
自
治

体
が
作
成
し
た
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
想

定
浸
水
地
域
と
合
致
し
て
い
た
が
、
本

町
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
浸
水
区
域
の

正
確
性
・
有
効
性
は
。

災
害
発
生
時
に
、
住
民
が
身
を
守
る

た
め
に
ど
う
行
動
す
べ
き
か
は
、
自
分

た
ち
で
考
え
る
の
が
一
番
大
事
で
あ
る
。

「
マ
イ
防
災
マ
ッ
プ
」
を
作
る
際
に
、

行
政
か
ら
の
指
導
や
サ
ポ
ー
ト
は
。

事
業
所
で
働
く
住
民
以
外
の
人
や
、

通
行
人
へ
の
周
知
方
法
が
不
十
分
で
は
。

電
柱
な
ど
に
「
避
難
場
所
は
こ
ち
ら
」

「
浸
水
想
定
○
○
m
」
な
ど
表
示
を
増

や
せ
な
い
か
。

子
ど
も
の
ひ
き
こ
も
り
が
、
全
国
で

約
26
万
世
帯
、
中
高
年
（
40
～
64
歳
）

の
ひ
き
こ
も
り
が
約
61
万
人
と
の
調
査

結
果
が
あ
る
。
本
町
の
ひ
き
こ
も
り
の

実
態
は
把
握
し
て
い
る
の
か
。

現
在
は
、
福
祉
、
教
育
の
各
部
署
や

社
会
福
祉
協
議
会
で
の
対
応
と
な
っ
て

い
る
が
、
専
門
ス
タ
ッ
フ
の
配
置
を
し
、

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
窓
口
が
で
き
な
い
の
か
。

国
の
調
査
か
ら
推
計
す
る
と
、
人
口

比
０
・
４
％
と
し
て
も
町
内
60
人
程
度

と
な
る
。
本
町
と
し
て
、
そ
う
し
た
方

へ
の
ケ
ア
を
含
め
た
対
応
の
体
制
は
。

質
　問

質
　問

質
　問

質
　問

質
　問

質
　問

総社市のひきこもり支援センター「ほっとタッチ」

松
まつ

尾
お

　　憲
あきら

 議員

想定浸水深の表示（町役場入口）

国
交
省
の
最
新
資
料
に
基
づ
き
、
平

成
30
年
11
月
に
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作

成
し
た
。
現
在
の
技
術
か
ら
正
確
性
は

実
証
さ
れ
て
い
る
。

本
町
は
全
域
が
浸
水
区
域
で
あ
り
、

住
民
の
皆
さ
ん
が
ど
う
避
難
す
る
か
な

地
域
特
性
も
あ
り
、
具
体
策
は
、
各

地
域
で
検
討
し
て
も
ら
い
た
い
。
行
政

と
し
て
、
出
前
講
座
や
講
師
派
遣
、
地

図
デ
ー
タ
の
提
供
な
ど
が
可
能
。

看
板
に
つ
い
て
は
、
目
に
つ
く
よ
う

し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
公
共
施
設
に

も
表
示
す
る
な
ど
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
。

総
務
課
長

総
務
課
長

総
務
部
長

平
成
29
年
京
都
府
調
査
に
よ
る
と
、

町
内
６
人
と
な
っ
て
い
る
が
、
住
民
な

ど
か
ら
聞
く
中
で
は
、
そ
の
数
は
増
加

し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

居
場
所
の
提
供
や
、
相
談
窓
口
、
関

係
機
関
、
地
域
と
の
連
携
が
大
切
と
考

え
て
い
る
。

住
民
福
祉
課
長

住
民
福
祉
課
長

孤
立
さ
せ
な
い
こ
と
、「
寄
り
添
う

窓
口
」
の
設
置
や
地
域
支
援
セ
ン
タ
ー

な
ど
体
制
作
り
を
研
究
し
考
え
る
。

民
生
部
長

ど
防
災
対
策
を
考
え
て
も
ら
い
た
い
。
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国
検
討
の
ダ
ム
洪
水
調
節

機
能
強
化
と
は

事
前
放
流
の

仕
組
み
を
強
化
す
る

QA QA QA

短
期
証
交
付
を

や
め
る
判
断
を

適
正
な
対
応
と
し
て

必
要
な
措
置
だ

QA QA QA

変
形
労
働
時
間
制
に
つ
い
て

教
育
長
の
見
解
は

府
教
委
の
意
見
聴
取
が
あ
る

導
入
の
可
否
を
協
議
す
る

QA QA QA

閑
散
期
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
休
み
が

た
く
さ
ん
と
れ
る
状
況
で
は
な
い
。

制
度
導
入
に
は
、
京
都
府
が
条
例
制

定
し
、
市
町
村
が
規
則
を
整
備
す
る
。

令
和
２
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
の
た
め
、

本
町
は
今
年
度
中
に
指
針
を
策
定
す
る
。

指
針
は
、
勤
務
の
上
限
目
安
を
策
定

し
、
業
務
改
善
内
容
、
具
体
的
な
数
値

目
標
な
ど
を
定
め
て
い
く
。

国
が
検
討
を
始
め
た
「
ダ
ム
の
洪
水

調
節
機
能
強
化
」
と
は
。

都
市
下
水
路
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
計
画
と
水
害
対
策
と
は
。

国
民
健
康
保
険
は
「
社
会
保
障
」
で

あ
る
こ
と
の
確
認
。
ま
た
、
短
期
証
を

受
け
取
り
に
来
ら
れ
た
方
の
対
応
は
。

12
月
３
日
の
国
会
で
、
国
は
「
一
律

に
活
用
す
る
も
の
で
は
な
い
」
と
答
弁
。

　
今
回
の
場
合
、
先
生
方
の
声
が
通
ら

な
い
の
で
は
と
問
題
に
な
っ
て
い
る
が
、

教
育
長
の
見
解
は
。

今
年
８
月
、
横
浜
市
は
短
期
証
交
付

を
や
め
た
。
社
会
保
障
の
観
点
か
ら
、

保
険
証
（
２
年
）
に
す
る
判
断
が
必
要

で
は
。

12
月
４
日
、
公
立
学
校
の
教
員
に
１

質
　問

質
　問

質
　問

質
　問

学
校
教
育
課
長

質
　問

質
　問

巽巽
たつみ

　　悦
えつ

子
こ

 議員

１０/１2最大放流量1419㎥／s（高山ダム）

来
夏
に
は
、
大
雨
時
に
事
前
放
流
し
、

既
存
ダ
ム
の
貯
水
量
を
増
や
す
仕
組
み

を
強
化
す
る
。
今
後
、
国
の
動
向
に
注

視
し
国
交
省
や
ダ
ム
統
合
管
理
事
務
所

と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
住
民
に
ダ
ム

の
機
能
な
ど
を
周
知
し
た
い
。

京
都
地
方
税
機
構
に
移
管
さ
れ
る
ま

で
に
町
窓
口
に
来
ら
れ
た
方
は
、
納
税

相
談
に
応
じ
て
い
る
。
移
管
後
は
税
機

構
の
職
員
が
お
こ
な
う
の
で
、
町
職
員

が
納
税
相
談
を
す
る
機
会
は
な
い
。

国
民
健
康
保
険
も
憲
法
の
理
念
に
基

総
務
課
長

税
務
課
長

民
生
部
長

経
年
劣
化
や
機
器
の
老
朽
化
に
よ
る

故
障
を
防
ぎ
、
安
定
的
な
内
水
排
水
が

目
的
。
現
施
設
の
維
持
管
理
を
す
る
。

都
市
整
備
課
長

京
都
府
教
育
委
員
会
か
ら
各
市
町
の

教
育
委
員
会
に
、
意
見
聴
取
が
あ
る
と

思
う
。
そ
の
際
に
、
ど
う
い
っ
た
形
の

導
入
を
す
る
の
か
、
し
な
い
の
か
を
協

議
す
る
。

教
育
長

づ
く
も
の
と
理
解
し
て
い
る
。

滞
納
者
と
接
す
る
機
会
を
設
け
る
た

め
に
、
短
期
証
を
発
行
し
て
い
る
。

適
正
な
対
応
と
し
て
必
要
な
措
置
だ
。

民
生
部
長

年
単
位
の
変
形
労
働
時
間
制
を
可
能
と

す
る
法
律
（
給
特
法
）
の
改
定
が
国
に

お
い
て
可
決
さ
れ
た
。

長
期
休
暇
中
に
ま
と
め
て
休
暇
を
取

る
と
い
う
こ
と
だ
が
。
実
情
は
。
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先
進
地
に
学
ぶ

議
会
運
営
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会
は
、
11
月
6
日
か

ら
7
日
ま
で
の
2
日
間
、
タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
機
の
導
入
、
議
会
活
性
化
に
つ
い

て
、
行
政
視
察
を
お
こ
な
っ
た
。

寒
川
町
議
会
で
は
、
開
か
れ
た
議
会

を
目
指
す
た
め
、
平
成
19
年
に
議
会
改

革
推
進
委
員
会
を
立
ち
上
げ
た
。

議
会
で
は
、
資
料
準
備
な
ど
で
年
間

10
万
枚
の
用
紙
を
使
用
し
、
資
料
の
差

し
替
え
に
多
く
の
時
間
が
費
や
さ
れ
て

い
る
。

そ
こ
で
、
資
料
の
保
管
場
所
や
廃
棄

処
理
コ
ス
ト
の
削
減
を
図
り
、
効
率
的

な
会
議
運
営
を
お
こ
な
う
た
め
、
平
成

27
年
度
か
ら
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
導
入
し
た
。

理
由
は
、
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
で
の
操
作
が

簡
単
、
持
ち
運
び
に
便
利
、
音
が
し
な

い
な
ど
で
あ
る
。

タ
ブ
レ
ッ
ト
は
、議
会
と
部
課
長（
執

行
部
）
が
使
用
す
る
こ
と
と
し
、
24
台

の
導
入
を
決
め
た
。

コ
ス
ト
削
減
効
果
は
、
紙
代
・
印
刷

代
・
人
件
費
な
ど
で
年
間
92
万
円
。

質
疑
で
は
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
活
用
範
囲

と
方
法
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
機
の
管
理

や
使
用
規
則
な
ど
に
つ
い
て
詳
し
く
聞

い
た
。
そ
の
後
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
使
っ

て
議
案
や
通
知
文
書
な
ど
の
〈
検
索
→

入
力
→
保
存
〉
を
体
験
し
、
操
作
方
法

を
確
認
し
た
。

　
　
　
　
＊
　
＊
　
＊

本
町
で
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
導
入
に
つ
い

て
は
、
議
会
運
営
委
員
会
に
お
い
て
審

議
中
で
は
あ
る
が
、
並
行
し
て
活
用
方

法
や
経
費
に
つ
い
て
は
、
執
行
部
と
も

協
議
を
進
め
て
い
く
。

議
会
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
導
入

～
ペ
ー
パ
レ
ス
で
コ
ス
ト
削
減
～

タブレットの操作性を確認

議会改革度調査4位の岩倉市

寒さ
む

川か
わ

町ま
ち（
神
奈
川
県
）

面
積
　
１3
・
４
㎢

人
口
　
４
万
８
３
７
９
人

岩
倉
市
は
、
２
０
１
８
年
に
発
表
さ

れ
た
早
稲
田
大
学
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
研
究

所
の
「
議
会
改
革
度
調
査
」
で
、
地
方

か
ら
政
治
を
変
え
る
取
り
組
み
を
お
こ

な
う
自
治
体
と
し
て
、
総
合
４
位
に

な
っ
た
。

今
回
は
特
に
、
議
会
の
活
性
化
と
し

て
実
施
し
て
い
る
「
議
員
間
討
議
」
や

「
議
員
の
政
策
提
言
」、「
議
会
サ
ポ
ー

タ
ー
制
度
」
な
ど
を
学
ん
だ
。

議
会
サ
ポ
ー
タ
ー
制
度
（
平
成
30
年

に
要
綱
策
定
）
は
、
住
民
の
要
望
や
提

言
、
意
見
を
広
く
聴
き
、
議
会
に
反
映

さ
せ
る
な
ど
民
主
的
な
議
会
運
営
の
推

進
を
目
的
と
し
て
実
施
し
て
い
る
。

任
期
は
１
年
間
で
、
報
酬
は
３
０
０

０
円
相
当
の
ク
オ
カ
ー
ド
。
募
集
は
毎

年
１
０
０
人
と
し
、
令
和
元
年
度
は
30

人
の
サ
ポ
ー
タ
ー
が
活
躍
さ
れ
て
い
る
。

議
会
サ
ポ
ー
タ
ー
に
な
る
と
、
議
会

の
本
会
議
や
常
任
委
員
会
を
傍
聴
し
、

気
付
い
た
点
や
意
見
、提
言
な
ど
を「
議

会
サ
ポ
ー
タ
ー
の
声
」
と
し
て
議
会
に

提
出
す
る
。

「
議
会
サ
ポ
ー
タ
ー
」

～
意
見
・
提
言
を
議
会
に
も
反
映
～

岩い
わ

倉く
ら

市（
愛
知
県
）

面
積
　
１０
・
５
㎢

人
口
　
４
万
８
０
７
０
人

そ
の
ほ
か
、
議
会
議
員
と
の
意
見
交

換
会
へ
の
出
席
や
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
回

答
な
ど
が
あ
る
。

「
サ
ポ
ー
タ
ー
に
な
っ
て
議
員
の
忙

し
さ
が
よ
く
わ
か
っ
た
」
の
声
や
、
ま

た
議
会
サ
ポ
ー
タ
ー
を
経
験
し
た
こ
と

で
、
議
員
に
な
っ
た
人
も
い
る
。

＊
　
　
＊
　
　
＊

本
町
で
も
、
議
会
の
活
性
化
に
向
け

て
取
り
組
ん
で
い
き
、「
開
か
れ
た
議

会
」
を
目
指
し
て
い
き
た
い
。

１１
6

１１
7
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先
進
地
に
学
ぶ

総
務
事
業
常
任
委
員
会

総
務
事
業
常
任
委
員
会
は
、
11
月
20

日
か
ら
22
日
ま
で
の
3
日
間
、
優
良
田

園
住
宅
、
エ
コ
ビ
レ
ッ
ジ
構
想
、
自
動

運
転
に
つ
い
て
、
行
政
視
察
を
お
こ

な
っ
た
。

上
越
市
は
、
面
積
９
７
８
・
8
㎢
、

人
口
19
万
１
４
１
４
人
、
豊
か
な
自
然

と
田
園
的
景
観
に
恵
ま
れ
た
居
住
環
境

と
し
て
魅
力
的
な
条
件
を
備
え
て
い
る
。

こ
の
優
位
性
を
生
か
し
、
30
万
人
都
市

を
目
指
し
て
、
農
村
地
域
の
定
住
を
促

進
す
る
「
ア
ー
バ
ン
ビ
レ
ッ
ジ
整
備
事

業
」
と
し
て
優
良
田
園
住
宅
の
整
備
が

推
進
さ
れ
た
。

優
良
田
園
住
宅
の
建
設
で
は
基
本
的

な
要
件
が
あ
り
、
最
低
限
度
の
敷
地
面

積
は
１
５
０
坪
、
建
ぺ
い
率
30
％
、
容

積
率
50
％
、
３
階
建
以
下
、
建
築
物
の

壁
面
後
退
北
側
３
ｍ
以
上
、
隣
地
境
界

か
ら
２
ｍ
以
上
と
し
、
主
要
構
造
部
は

木
造
な
ど
と
な
っ
て
い
る
。

現
地
で
は
、
ゆ
と
り
の
あ
る
町
並
み

の
維
持
と
し
て
、
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
の
剪

定
な
ど
地
域
住
民
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

よ
る
管
理
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。

ゆ
と
り
あ
る
町
並
み
「
優
良
田
園
住
宅
」広々とした優良田園住宅の町並み

2018年度グッドデザイン賞を受賞したワーモ

上じ
ょ
う
え
つ越
市
（
新
潟
県
）

南
砺
市
は
、
面
積
６
６
８
・
６
㎢
、

人
口
５
万
１
３
２
７
人
、
約
8
割
が
森

林
で
あ
る
。

南
砺
市
エ
コ
ビ
レ
ッ
ジ
構
想
は
、
小

さ
な
循
環
に
よ
る
地
域
デ
ザ
イ
ン
を
基

本
理
念
に
、
①
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
創
出
②
農
林
業
の
再
生
③
健
康
、
医

療
、
福
祉
介
護
の
連
携
④
次
世
代
の
人

材
育
成
⑤
ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
の
推

輪
島
市
は
、
面
積
４
２
６
・
３
㎢
、

人
口
２
万
７
２
０
５
人
、
輪
島
塗
り
と

漁
業
を
主
な
地
場
産
業
と
し
て
い
る
。

観
光
客
数
が
10
万
人
を
超
え
る
一
方

で
、
人
口
減
少
が
続
い
て
お
り
高
齢
化

率
も
44
％
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
鉄
道
の
廃
止

や
バ
ス
路
線
の
減
便
な
ど
が
続
い
て
お

エ
コ
ビ
レ
ッ
ジ
構
想

自
動
運
転
「
ＷワＡ
Ｉー

ＭモＯ
」

南な
ん

砺と

市
（
富
山
県
）

輪わ

島じ
ま

市
（
石
川
県
）

進
⑥
新
し
い
暮
ら
し
方
の
提
案
を
基
本

方
針
と
し
て
い
る
。

中
で
も
、
南
砺
市
産
の
木
材
を
使
っ

た
木
質
ペ
レ
ッ
ト
ボ
イ
ラ
ー
整
備
や
、

発
酵
バ
イ
オ
マ
ス
農
業
な
ど
の
先
進
的

な
取
り
組
み
を
し
て
い
る
。

環境を守るまちづくりを目指して

り
、
公
共
交
通
の
充
実
が
望
め
な
い
こ

と
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
た
。

そ
こ
で
、
輪
島
商
工
会
議
所
で
は
、

「
高
齢
者
の
外
出
を
増
や
す
こ
と
で
商

店
街
で
の
買
い
物
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
増
え
地
域
活
性
化
に
つ
な
が

る
」
と
し
て
、
次
世
代
交
通
シ
ス
テ
ム

で
あ
る
自
動
運
転
の
電
磁
誘
導
カ
ー
ト

を
導
入
。
愛
称
は
「
Ｗ
Ａ

−

Ｍ
Ｏ
」

（
ワ
ー
モ
）。

ワ
ー
モ
は
、
電
動
で
環
境
に
優
し
く
、

オ
ー
プ
ン
な
車
体
構
造
が
会
話
を
促
進

し
、
町
の
活
性
化
に
寄
与
し
て
い
る
。

久
御
山
町
内
で
も
路
線
バ
ス
の
運
転

手
不
足
か
ら
減
便
が
続
く
中
、
次
世
代

交
通
の
自
動
運
転
シ
ス
テ
ム
は
、
研
究

段
階
で
は
あ
る
が
、
こ
れ
か
ら
の
人
口

減
少
社
会
に
お
け
る
公
共
交
通
の
取
り

組
み
と
し
て
魅
力
的
で
あ
る
。

１１
2０

１１
2１

１１
22
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先
進
地
に
学
ぶ

民
生
教
育
常
任
委
員
会

民
生
教
育
常
任
委
員
会
は
、
11
月
25

日
か
ら
27
日
ま
で
の
3
日
間
、
高
齢
者

福
祉
、
複
合
施
設
、
宅
老
所
に
つ
い
て

行
政
視
察
を
お
こ
な
っ
た
。

御
殿
場
市
は
、
面
積
１
９
４
・
９
㎢
、

人
口
８
万
８
２
５
７
人
で
、
静
岡
県
の

取
り
組
み
で
あ
る
「
お
達
者
度
」
は
、

女
性
が
県
内
1
位
で
あ
る
。

主
要
な
取
り
組
み
と
し
て
、
①
声
か

け
ご
み
収
集
支
援
事
業
②
健
や
か
事
業

利
用
券
③
み
く
り
や
（
御
厨
）
安
心
だ

ね
っ
と
④
御
殿
場
市
タ
ク
シ
ー
お
よ
び

バ
ス
利
用
料
金
助
成
事
業
⑤
免
許
返
納

後
の
支
援
が
あ
る
。

特
に
、
御
殿
場
市
で
は
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
が
５
カ
所
あ
り
、
職
員
が

民
生
委
員
と
共
に
、
地
域
の
皆
さ
ん
と

行
政
と
の
パ
イ
プ
役
と
な
っ
て
重
要
な

役
割
を
担
っ
て
い
る
。

上
三
川
町
は
、
面
積
54
・
39
㎢
、
人

口
３
万
１
３
５
８
人
で
栃
木
県
南
東
部

で
、
鬼
怒
川
の
右
岸
に
位
置
す
る
。
　

　
平
成
20
年
に
全
て
の
町
民
が
福
祉
の

向
上
と
健
康
の
維
持
・
増
進
、
ま
た
、

交
流
の
場
と
し
て
複
合
施
設
「
上
三
川

い
き
い
き
プ
ラ
ザ
」
を
建
設
し
た
。

施
設
に
は
、
プ
ー
ル
や
マ
シ
ン
ス
タ

ジ
オ
な
ど
の
健
康
促
進
や
、
大
浴
場
、

カ
ラ
オ
ケ
室
な
ど
の
交
流
促
進
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
機
能
が
あ
る
。

そ
れ
以
外
に
も
、
乳
幼
児
や
障
が
い

の
あ
る
方
で
も
参
加
で
き
る
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
開
催
し
た
り
、
町
の
社
会
福
祉
協

議
会
を
館
内
に
設
置
し
、
相
談
窓
口
を

長
野
県
で
は
、
県
内
４
０
０
の
小
学

校
区
に
1
カ
所
の
宅
幼
老
所
設
置
を
目

標
に
取
り
組
み
、
現
在
、
４
０
５
カ
所

の
宅
幼
老
所
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
県

と
し
て
も
、
古
民
家
な
ど
を
活
用
し
た

施
設
整
備
、
耐
震
改
修
、
火
災
通
報
装

置
設
置
に
対
し
、
補
助
を
し
て
い
る
。

宅
老
所
と
は
、
介
護
保
険
事
業
所
、

「
お
達
者
度
」
県
内
１
位

複
合
施
設
い
き
い
き
プ
ラ
ザ

宅
老
所
「
い
ぶ
き
」「
和
が
家
」

御ご

殿て
ん

場ば

市
（
静
岡
県
）

上か
み
の
か
わ

三
川
町ま

ち

（
栃
木
県
）

諏す

訪わ

市
、岡お

か
谷や

市（
長
野
県
）

地域包括支援センターが充実

利用者の多いマシンスタジオ

１
カ
所
に
集
約
し
た
。

課
題
は
、
年
間
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス

ト
が
高
く
、
2
億
円
以
上
か
か
っ
て
い

る
こ
と
。

ハ
ー
ド
面
で
は
難
し
い
が
、
取
り
組

み
に
つ
い
て
は
参
考
に
な
る
と
感
じ
た
。

生
活
支
援
事
業
所
と
し
て
機
能
し
て
お

り
、
そ
の
活
動
内
容
は
さ
ま
ざ
ま
。
　

宅
老
所
い
ぶ
き
（
諏
訪
市
）
で
は
、

自
宅
で
の
生
活
に
つ
な
げ
る
こ
と
に
こ

だ
わ
り
、
そ
の
方
の
ペ
ー
ス
を
可
能
な

限
り
尊
重
し
、
焦
ら
せ
な
い
で
自
分
で

で
き
る
よ
う
に
支
援
し
て
い
る
。

和
が
家
（
岡
谷
市
）
で
は
、
24
時
間

３
６
５
日
、
急
な
泊
ま
り
に
も
対
応
し

て
い
る
。

ま
た
、
通
所
者
が
食
堂
で
料
理
を
提

供
す
る
な
ど
自
ら
が
で
き
る
こ
と
を
お

こ
な
い
、
社
会
参
加
を
し
て
い
る
。

久
御
山
町
で
、
さ
ら
に
、
さ
ま
ざ
ま

な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
事
業
者
や

施
設
が
増
え
れ
ば
、
高
齢
者
の
皆
さ
ん

も
安
心
で
き
る
と
感
じ
た
。

利用者が集う憩いのスペース（和が家）

11
25

11
26

11
27

※
お
達
者
度
…
65
歳
以
上
で
、
要
介
護
２
～
５
以

外
の
人
が
元
気
で
自
立
し
て
暮
ら
せ
る
期
間
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住民と議会の

ほ
ん
わ
か

せ
っ
し
ょ
ん
。

レポート

信
貴
町
長
に
報
告
！議長と広報広聴委員長より町長へ！

３
回
に
わ
た
っ
て
開
催
し
た
『
ほ
ん

わ
か
せ
っ
し
ょ
ん
。』
で
は
、
た
く
さ
ん

の
意
見
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

広
報
広
聴
委
員
会
で
は
そ
の
中
で
も

特
に
重
要
な
意
見
に
つ
い
て
、
内
田
議

長
を
通
じ
て
信
貴
町
長
へ
報
告
し
ま
し

た
。ま

た
、
そ
の
他
の
意
見
も
議
会
活
動

の
中
で
町
政
に
届
け
て
い
き
ま
す
。

ゆうホール

午後4：00の部

ゆうホール

午後6：30の部

中央公民館

午後1：00

■参加住民　　６名
■参加議員　 １２名
■テーマ／水道料金

おもな意見
◯値上げに対して議会は議論を尽く
　したのか。
◯新市街地の雨水排水は大丈夫か。
◯防災訓練に若い人の参加が少ない。

■参加住民　　6名
■参加議員　１3名
■テーマ／子育て環境

おもな意見
◯とうずみこども園３歳児の通園
　変更。
◯土曜保育の給食をバランスよく。
◯通学路のアンダーパスが危険。

■参加住民　　4名
■参加議員　１3名
■テーマ／水道料金

おもな意見
◯値上げは段階的にできないのか。
◯地下水が豊富な利点を活かして
　ほしい。
◯学校給食の無償化は。

久
御
山
町
議
会
は
昨
年
か
ら
、
地
域
懇
談
会
の
名
称
を

『
ほ
ん
わ
か
せ
っ
し
ょ
ん
。』
に
改
め
、
住
民
の
皆
さ
ん
に

と
っ
て
よ
り
開
か
れ
た
議
会
を
目
指
す
た
め
、
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
。
ゆ
う
ホ
ー
ル
・
中
央
公
民
館
で
開
催
し
た

様
子
を
レ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

新レイアウト　15文字×30行（質問：新丸ゴL-15Q　答弁：リュウミンL-15Q平105%）
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オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
イ
ヤ
ー
を
迎
え
ま
し
た
。

令
和
２
年
も
、
住
民
の
皆
さ
ん

に
は
、
お
身
体
を
大
切
に
し
て
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
に
。

議
会
だ
よ
り
は
、
住
民
の
皆
さ

ん
に
開
か
れ
た
議
会
と
し
て
、
さ
ら

に
読
み
や
す
い
よ
う
に
一
層
努
力
し

て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

岩
田
　
芳
一

♦
♦
♦
♦
♦
♦
♦
♦
♦
♦
♦
♦
♦
♦
♦
♦
♦

【
広
報
広
聴
委
員
会
】

委
員
長
　
　
　
巽巽
　
　
悦
子

副
委
員
長
　
　
　
林
　
　
吉
一

委
　
　
員
　
　
　
芦
田
　
祐
介

委
　
　
員
　
　
　
松
尾
　
　
憲

委
　
　
員
　
　
　
田
口
　
浩
嗣

委
　
　
員
　
　
　
樋
口
　
房
次

委
　
　
員
　
　
　
岩
田
　
芳
一

オ
ブ
ザ
ー
バ
ー

議
　
　
長
　
　
　
内
田
　
孝
司

編
集
後
記

学校のトイレが
汚い・臭いのでなんとか

してほしい。

議会棟４階の
特別会議室への行き方が
わかりにくいので、
表示など、

工夫してほしい。

ハザードマップは
保管しているが、住民
への周知ができていない

のではないか。

グラウンドゴルフが
できる場所を
増やしてほしい。

子どもの帰り道が
遠いので心配している。

き
て・み
て・議
会
！

き
て・み
て・議
会
！

　
　
　

 

懇
談
会

ち
ょ
こ
っ
と
！

ち
ょ
こ
っ
と
！

ち
ょ
こ
っ
と
！

子どもに人気の本会議場議長席　記念撮影OK!

日頃の気になることなどを聞きました

　久御
山
町
議
会
で
は
、
開
か
れ
た
議
会
づ
く
り
の
一
環
と
し
て
、
昨
年
11
月

の
町
民
文
化
祭
に
あ
わ
せ
て
、
議
会
本
会
議
場
や
委
員
会
室
な
ど
を
一
般
公
開

す
る
〈
き
て
・
み
て
・
議
会
！
〉
と
、
そ
の
参
加
者
の
皆
さ
ん
と
お
話
し
を
す

る
〈
ち
ょ
こ
っ
と
！
懇
談
会
〉
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
〈
き
て・み
て・議
会
！
〉〈
ち
ょ
こ
っ
と
！
懇
談
会
〉
の
様
子
を
報
告
し
ま
す
。

　午
前
11
時
か
ら
午
後
２
時
ま
で
の
開

催
時
間
中
に
、
今
ま
で
で
最
多
の
１
０

５
名
の
方
の
来
場
が
あ
り
ま
し
た
。

　議
員
全
員
で
、
お
・
も
・
て
・
な
・

し
を
し
ま
し
た
。

　お
越
し
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
　

　き
て
・
み
て
・
議
会
！
来
場
の
方
々

と
、議
会
施
設
を
案
内
し
た
議
員
と
で
、

小
さ
な
テ
ー
ブ
ル
を
囲
ん
で
懇
談
を
し

ま
し
た
。

　お
聞
き
し
た
声
の
一
部
を
紹
介
し
ま

す
。
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表紙「KUMIYAMA」　久御山産の野菜で描く

久御山中学校2年生

河
かわ

村
むら

　美
み

里
さと

 さん

題字は、小松菜にトマト、大根、ネギなど久御山産の野
菜をモチーフにして描きました。
現在、美術部部長の河村さんは、自身が「友達で悩み、
克服した経験を生かすことができれば…」といいます。
「世界中で手に取ってもらえる絵本を創

つく

るのが夢です。」
次の英語検定では、更なる上級を目指します。絵を描く
ことも文章を書くことも大好きな河村さんの絵本づくりへ
の挑戦は、もう始まっています。　

久御山ジャンクションを描く『午前二時三十七分』（卒業作品・2013）

＊題字は、中学１年生終了直前の作品

昨
年
、
京
都
市
内
で
個
展
「
わ
た
し

た
ち
の
久
御
山
」
を
開
き
、
久
御
山
の

風
景
を
描
い
た
日
本
画
家
・
八
木
佑
介

さ
ん
を
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
。

「
描
く
こ
と
」の
楽
し
さ
わ
か
っ
た

八
木
さ
ん
は
久
御
山
町
の
東
角
小
学

校
で
学
び
、
京
都
市
内
の
高
校
か
ら
京

都
造
形
大
学
に
進
学
し
、
現
在
は
、
同

校
の
非
常
勤
講
師
と
し
て
後
輩
の
指
導
、

そ
し
て
、
次
の
絵
画
展
に
出
展
す
る
作

品
づ
く
り
と
、
忙
し
い
毎
日
で
す
。

子
ど
も
の
頃
か
ら
絵
を
描
く
の
は
好

き
で
し
た
が
中
学
校
で
は
化
学
部
、
高

校
で
は
陸
上
部
に
所
属
。「
表
現
す
る
」

仕
事
へ
の
憧
れ
も
あ
り
、
ロ
ッ
ク
バ
ン

ド
や
小
説
家
、
服
飾
デ
ザ
イ
ン
に
興
味

は
あ
り
ま
し
た
が
、「
描
く
楽
し
み
」

を
知
っ
た
の
は
、
高
校
の
授
業
の
油
絵

で
し
た
。
ま
た
、
ク
ラ
ス
の
友
達
に
絵

を
褒
め
ら
れ
、
絵
を
描
く
意
欲
を
さ
ら

に
大
き
く
し
て
く
れ
ま
し
た
。

「
岩い
わ

絵
の
具
」
と
「
点
描
画
」
で
日
本
画
を

　
入
学
し
た
京
都
造
形
大
学
で
八
木
さ
ん

が
専
攻
し
た
の
は
、
油
絵
で
は
な
く
日
本

画
で
し
た
。
き
っ
か
け
は
、
入
試
前
に
父

に
誘
わ
れ
、「
日
展
」
で
出
会
っ
た
日
本

画
の
「
岩
絵
の
具
」
で
し
た
。

　
在
学
中
か
ら
身
近
な
都
市
の
「
光
景
」

に
興
味
を
持
ち
、
卒
業
作
品
で
は
、
久
御

山
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
の
暗
闇
と
光
が
交
錯

す
る
深
夜
の
風
景
を
６
カ
月
か
け
て
、
幅

６
ｍ
・
高
さ
２
ｍ
の
キ
ャ
ン
バ
ス
に
無
数

の
点
描
画
で
仕
上
げ
ま
し
た
。

　
昨
年
の
『
京
都
府
新
鋭
選
抜
展
』
へ
の

出
展
作
品
に
つ
い
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
マ
ガ

ジ
ン
は
「
岩
絵
の
具
を
巧
み
に
使
う
こ
と

で
上
質
の
サ
ン
ド
ペ
ー
パ
ー
の
よ
う
な
表

面
テ
ク
ス
チ
ャ
ー
を
生
み
出
し
て
い
る
」

と
八
木
さ
ん
の
点
描
画
を
紹
介
・
評
価
し

て
い
ま
す
。

　
１
月
24
日
か
ら
の
「
京
都
日
本
画
新

展
２
０
２
０
」
の
出
展
の
あ
と
は
、
４

月
の
展
示
に
む
け
準
備
を
進
め
て
い
ま

す
。
　
　
　
　（
聞
き
手
・
広
報
広
聴
委
員
会
）

このまち
このひと
No.26

八 木 佑
ゆう

 介
すけ

さん
（画家・28歳）


